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■開設年度

2013

■開講部局

共通教育

■開設年度

2013

■開講部局

共通教育

■科目名

公共哲学論（近現代編）

■英語科目名

Public  philosophy  theory

■前後期

後期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■単位数

2

■前後期

後期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■単位数

2

■（２５年度以降入学生）中分類

b. 知力：人文・社会科学

■（２５年度以降入学生）小分類

9. 歴史・地理を学ぶ

■（２５年度以降入学生）中分類

b. 知力：人文・社会科学

■（２５年度以降入学生）小分類

9. 歴史・地理を学ぶ

■（２４年度以前入学生）大分類

教養科目

■（２４年度以前入学生）中分類

分野2

■（２４年度以前入学生）大分類

教養科目

■（２４年度以前入学生）中分類

分野2

■受講学部学科

全学部

■担当教員

吉田健一

■担当教員所属

稲盛アカデミー

■担当教員

吉田健一

■担当教員所属

稲盛アカデミー

■連絡先（TEL）

０９９－２８５－３７５６

■連絡先（MAIL）

k5621643@kadai.jp

■連絡先（TEL）

０９９－２８５－３７５６

■連絡先（MAIL）

k5621643@kadai.jp

■オフィスアワー（授業時間外の対応）

毎週水曜日午後　　事前に連絡を頂ければ、正規のオフィスアワー以外の時間であっても対応致します。

■共同担当教員

■メインキーワード ■サブキーワード■メインキーワード ■サブキーワード

■授業概要（目的・内容・方法）

　今日、我々を取り巻く環境は、公共性に関する新たな思索とそれを論理化する学問を必要としている。しかし

、所謂「哲学」は、専門分化して、現実社会をどうするか？という大きな問題に対処できなくなって来てしまっ

た。

 一方、個別具体的な社会科学も実証主義に陥るばかりで、あるべき社会像を議論するという大きな志を失って

いる。現実を分析する事も大事ではあるが、社会現象を分析すると共に、社会に対する理想、哲学がなければ、

ここ数年来の日本の現状に見られるようにひたすら現実追認の社会しかやって来ない。　

　本講義の目的は、近世から近代・現代の日本の思想家を概観する事によって、「政治」・「公共」・「哲学」

・「思想」をキーワードに、今後のあるべき人間社会を考える事である。近現代編では、明治から大正デモクラ

シー期、昭和の思想家を取り上げる。特に、長谷川如是閑、石橋湛山の著作を丁寧に読む予定である。これらの

思想家の著作を読むことを通じて、これからの日本が安易な拡張主義、偏狭なナショナリズムの方向に行かない

ようにするための視点を養う。

■学習目標

1）日本の近現代史の中で、「公共」について思索した思想家・学者の思想について理解する。

2）今日の日本の抱える問題を具体的に解決する方策として、過去に学び未来を作るという観点で新しい公共性

について考察する。　

■授業計画（１５回に分け、回数、授業内容、自学自習等）

1．自由民権運動　中江兆民（１）

2．自由民権運動　中江兆民（２）

3．大正デモクラシー　吉野作造（１）

4．大正デモクラシー　吉野作造（２）

5．大正デモクラシー　吉野作造（３）

6．大正デモクラシー　吉野作造（４）

7．大正デモクラシー　長谷川如是閑（１）

8．大正デモクラシー　長谷川如是閑（２）

9．大正デモクラシー　長谷川如是閑（３）

10．大正デモクラシー　長谷川如是閑（４）

11．戦前の思想　石橋湛山（１）

12．戦前の思想　石橋湛山（２）



13．戦前の思想　石橋湛山（３）

14．戦前の思想　石橋湛山（４）

15．まとめ
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■授業外学習(予習・復習)

■受講要件

特にないが、近世・近現代の日本の思想家・学者に関

心をもっていると良い。

■成績の評価基準

（1）毎回のフィードバックシート（50％）

（2）期末レポート（50％）を総合的に評価。

暗記による知識の定着を問うものは実施せず、感じた

こと、考えた事をどれだけ自身の言葉で表現できるか

をフィードバックシート、レポートで問う。オリジナ

リティを評価の対象とする。但し、レポート執筆に当

たって最低限の知識は必要となる為、講義には3分の２

以上出ることをレポート提出の条件とする。
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■教科書

最初の講義時に教科書用オリジナル冊子を受講生に配

布

■参考書

「平民のめさまし」、「選挙人めざまし」（中江兆民

）、「民本主義・社会主義・過激主義」（吉野作造）

、「現代国家批判」（長谷川如是閑）、『政治権力の

諸問題』（丸山真男）など、取り上げる思想家自身の

著作とその解説書、研究書多数
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■その他


